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長 島 敏 子

序 論

私がアメリカ東部で学生時代 を過 ごした1970年 初め,ア メリカの大学には既

に多 くの女子学生が学んでいた。しか し,女 子学生の数は男子学生 より少な く,

結婚などの様々な理由で卒業 を待たずに大学 を辞めて行 くの も,女 子の方が多

かったため,卒 業する学生の比率 は男子が勝 っていた。 日本では女子学生亡国

論1)な る言葉が世問を騒がせていたが,ア メリカでも 「女子 はMRS学 位2)を

取 りに大学へ行 く」 とか 「妻たちの為 にPh.T3)と いう新学位がで きた」 など

とマス コミが書 き,女 子の大学進学 を疑問視する意見 も多 く、社会通念で も男

子の大学教育が,よ り主要の地位 を占めていた。

現在,学 生たちの留学相談に乗 りなが ら,ア メリカの大学ガイ ドや大学のホ

ームページなど良 く目にするのだが
,多 くの大学で女子学生の数が男子学生を

超 えていることに気づか される。全 カリフォルニア大学でみ ると,学 生数の

57%が 女子学生だ。大学 ガイ ドブ ックの ピー ターソ ンズ ・ガイ ドによると,

NYU(ニ ューヨーク大学)やBU(ボ ストン大学)の ような有名大学 も男女の比率

は40%対60%で 女子が勝っている。いったい どうい うことなのだろう。

この数字は,実 社会にどう反映 しているのだろうか。国会議員,閣 僚,大 会
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社の経営者や社長,新 聞社やテレビ局などマス コミの トップマネージメントな

どをみると,ま だまだ男性が圧倒的に多いように思われる。

大学での男女数の逆転現象は何時ごろ起 こったのか,ま たその理由はなにか,

入学者数 と卒業者数の関係はどうなのか,専 攻科 目や学部での違いはあるのか,

女子の学位取得の傾向,学 位取得後の進路に違いはあるのかなどに,興 味を持

ち続けていた ところ,私 のこれらの質問にかな りの部分において答 えて くれる

データに行 き着いた。アメリカ政府 ・教育省の膨大な資料の中に,大 変興味深

い数値が示されているので紹介 したい。

第一章 大学生(学 部)4)の 男女数比率

次のグラフは1970年 秋か ら2000年 秋 までに,大 学 に入学 した学生の女子の割

合 を5年 毎に示 している。1970年 には男子学生は全学生の6割 近 くをしめてお

り,私 が在学中 「男子学生の方が多かった」 と感 じた感覚は,あ ながち間違 っ

てはいなかったことが分かる。

1970年 には43%で,ま だ過半数には至 らなか った女子 の数 は,2000年 には

57%に なっている。パー トタイム5)の 女子学生が全学生の半数を越 えたのは,

1975年 前後であ り,1985年 以降フルタイムの学生 も過半数は女子学生になった。

2000年 にはフルタイム6)の55%,パ ー トタイムの58%が 女子学生であること

がわかる。

女子の大学入学比率は1970年 か ら1980年 までの10年 間で約10%も 伸び,そ の

後の5年 間で男女学生数の逆転現象が起 きた。1985年 には女子学生のi数は50%

を越 え,男 子の数を上 まわる結果 となった。その後,女 子の数は安定 した上昇

傾向を続 け,2000年 には57%に 達 している。 これは高校卒業後,現 役で大学に

進学する女子が増えたのが最大の理由だが,大 人の女性の大学進学率の上昇 も

影響 を与 えている。7)
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資料1:大 学における女子の比率
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1950年 代～1960年 代に公民権運動8)の 洗礼 をうけたアメリカは,社 会のい

たる所で大 きな変革が起 こった。それらの変革は社会のシステムを変え,人 々

の考え方にも大 きな影響を与えた。公民権運動の副産物の一つである,女 性解

放運動9)の 波 も社会 に広 く浸透 し,女 性の意識 を高め,社 会での女性参画が

進んでいった。

1960年 代 には,東 部の有名男子大学 も次々と女子学生 を受け入れ始め,そ れ

らの大学で も,女 子の比率は年々高 くなっていった。1980年 代 には経営学修士

号(MBA)を 持つ若い管理職の存在が話題にな り,し だいにその分野 にも女

子の進出がみ られるようになってきた。アメリカの ような,多 民族社会では,

大学の学位取得が成功へのライセンスとして重要視 されている。様 々な価値観
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が混在する社会で,誰 もが認め信頼で きるものが教育であ り,そ れを証明する

のが,学 位なのである。

アメリカの大学 において男女の数が逆転 した1985年 は,ソ ビエ ト連邦ではゴ

ルバチ ョフ氏がソ連共産党書記長 に就任,ペ レス トロイカとグラスノスチを進

め冷戦の終結 と世界平和への道 を力強 く歩み出 した年,日 本では男女雇用機会

均等法が成立 している。

第二章 学士号10)取得者の男女数比率 専攻分野別

次頁の図は,1970年 と2001年 に学士号 を授与 された女子学生の比率を専攻分

野別に表 したグラフである。

学士号 を取得 した女子の比率 は30年 のあいだに43%か ら57%に 増 えたこと

は,前 章のグラフでも示 された とお りである。

1970年 のデータを見 ると,女 子学生が男子 よ り多いのは保健衛生学の69%と

教育学の75%の2分 野のみである。次いで,心 理学の43%と 数学の37%と 社会

科学 と歴史学の36%が あるが,ま だ男子学生の半数あま りであった。女子の多

いこれらの分野は学士号 を取得 して も職業の選択が限 られ,多 くの場合,収 入

面でもあまり恵まれない分野であった。

男子学生がほぼ100%近 くを占めていた分野は,「 工学」,「農学」,「ビジネス

経営学」,「会計学」で,女 子学生 は一割 にも満 たなかった。「コンピュー タ ・

情報科学」の13%と 「自然科学 ・科学技術」の14%が 続 くが,こ れ らの分野で

も女子の数は一割 を少 々超 えた くらいである。男子学生が得意 としたこれ らの

分野は,社 会の評価 も高 く,収 入の面で も恵まれていた。

長年変わ らなかったこれ らの傾向 も2001年 のデー タではかな り劇的な変化が

読み取れる。1970年 では男子が過半数 を占めていた 「社会科学 ・歴史」,「生物

学 ・生命科学」,「会計学」,「心理学」 は2001年 には女子の学位取得者が男子を

越えたのが分かる。これ らの伸び率の高さには目を見張るものがある。特に顕

著なのは 「会計学」で1970年 の9%か ら2001年 には61%に なっている。
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資料2:女 子 に授 与 された学士 号 専 攻科 目別
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「工学」,「コンピュータ ・情報科学」,「自然科学 ・科学技術」,「農学」,「数

学」そ して 「ビジネス ・経営学」 は2001年 で も,男 子学生が過半数を占めてい

るが,1970年 の数値 と比較す ると,女 子学生がこれ らの分野にも確実に進出し

ていることが分かる。特に,「 数学」の48%と 「ビジネス ・経営学」 の49%は

次にデータがでるころには過半i数を越 えている可能性 は非常に高い。

この30年 のあいだに,女 子学生の学部選択の志向は多様化 した。 長い年月,

女子は不得意 とされていたビジネスや科学技術の分野にも積極的に挑戦 し,そ

れ らの分野で立派な成績 を上げ,学 位 を取得 している。

第三章 学位取得の男女数比率 人種 ・民族別

1.準 学 士 号u)

資 料3は 準 学 士 号 を取 得 した 女 子 学 生 の割合 を人種 ・民族 別 に1980年 か ら

2001年 まで,10年 間 隔 で 表 した グ ラ フで あ る。

ア メ リ カ合 衆国教育省(USDepartmentofEducation)の2004年 発 表 の資 料 に

よる と,2001年 に大 学 に入学 した 学 生i数は約1400万 人 。1980年 に準 学 士 を取 得

した学 生 の55%は 女子 で あ り,そ の 割合 は2001年 に は66%に 上 っ て い る。

人種 ・民 族 別 で見 る と,1981年 当 時,ア ジ ア系,ヒ ス パ ニ ック系,外 国 国籍

の学 生 の グル ー プ は まだ 男子 学生の割合 が勝 ってい たが,1991年 に は全 民 族 グ

ル ー プ にお い て女 子 学生 の割合 が過半数 を超 えた。2001年 の 割 合 を見 る と,特

に顕 著 なの は ア メ リカ先 住 民系 と黒人系 の学生 で,準 学 士 取 得 者 の66%,実 に

3分 の2が 女 子 で あ る。
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資 料3:女 子 に授 与 され た準 学士 号 人種 ・民族 別

Race/
ethnicity

Total

American
lndian

Asian/
Pacific
lslander

Black

White

Hispanic

Nonresident
alien

9%

0%

63%

66%

%

0%

64%

66%

9%

9%

8%

0%

8%

醗1980-81

口1990-91

圓2001-2002

Source:U.S.DepartmentofEducation,NationalCenterofEducationStatistics

(NCES).(2004).DigestofEducationStatistics2003(NCES2005-025),

table261

2.学 士 号

資料4は 学士号 を取得 した女子学生の割合 を,人 種 ・民族別 に1980年 か ら

2001年 までを10年 間隔で表 したグラフである。
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資料4女 子に授与 された学士号 人種民族別

Race/
ethnicity

Tbtal

American
lndian

Asian/
Pacific
lslander

Black

White

Hispanic

Nonresident
alien

瞬1980-8で

口1990-9て

%匿]2001-2002

8%

60%

0%

63%

66%

%

%

0%

Source:U.S.DepartmentofEducation,NationalCenterforEducationStatistics

(NCES)。(2004).DigestofEducationStatistics2003(NCES2005-025),

table264

4年 課程修了の学士号では,準 学士 と比較 して女子の数は若干低い割合にな

ってはいるが,資 料1と 資料2で も明 らかなように,1970年 には43%に,そ し

て1980年 には丁度半分の50%に 達 し,2001年 には57%と 伸 びている。学士号で

も女子学生の割合が高いのは,黒 人系で,66%に 達 している。平均値の57%以
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上 なの は,60%の アメ リカ先 住 民系 と ヒス パ ニ ック系。白人系 は,1981年50%,

1991年54%,2002年57%と 合 計 の 平 均 値 と同割 合 を示 して い る。

1981年 で,唯 一50%以 下 で あ っ た ア ジ ア系 学 生 も1991年 に は50%に 達 し,そ

の後,ア メ リ カの大 学 にお け る学位 取 得率 は女性 が過半数 を超 え,そ の割 合 を

伸 ば して い る。

第 四章 大学,大 学 院,大 学 院 レベル の

プ ロフ ェシ ョナル ・ス クール12)に お ける男 女数 比率

下の資料5は 大 学,大 学 院,フ ァース ト ・プ ロ フェ シ ョナ ル ・ス クール にお

け る女子学生 の比率 を表 してい る。

資料5
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資料5の グラフからも明らかのように,大 学院での女子の比率は学部の女子

と殆 ど同じ割合で伸び続け,1970年 には39%で 学部の女子の比率より少々低か

ったが,1980年 には半数に達 し,1995年 前後には学部の比率 を超 え,2000年 に

は,全 大学院生の58%は 女子学生になっている。

法科大学院や医科大学院などの専門大学院では,2000年 時,ま だ男子学生が

過半数を占めている。 しか しなが ら1970年 には10%以 下であった女子学生の割

合は2000年 には47%に までな り,そ の曲線は30年 間の劇的な増加傾向を示 して

いる。

第五章 学士号取得後の就職状況男女比較

次の図は大学卒業後,一 年以内に就職 した者の雇用状況 とその男女の比率 を

示 している。比較データは1993年 と2000年 の大学卒業者である。

資料6 学士号取得後の就職状況

Male86.4

Female87.3

75.1

71.5

11.3

15.8

∩6

」
4

」4

4

0
0

』
4

只
)

6
δ

Male89.380.5&95.948

Female86.173.612.56.37.6

Source:U.S.DepartmentofEducation,NationalCenterforEducationalStatistics,

1993/94and2000/01BaccalaureateandBeyondLongitudinalStudies

大学卒業後,一 ・年以内に就職 している学生の割合 を1993年 で見る と,男 子が
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86.4%で 女 子 が87.3%,2000年 で は男 子 は89.3%,女 子 は86.1%で あ っ た。

男 子 は,2.9%の 伸 び を示 した が,女 子 は1.2%の 減 と な っ た。 特 に正 社 員 と

して 働 い てい る割合 は,男 子80.5%で5.4%の 伸 び を示 したが,女 子 は73.6%で

2.1%の 伸 び に留 まっ て い る 。 パ ー トタ イマ ーの男子 は11.3%か ら8.9%に な り

2.4%の 減 少 。 女 子 も15.8%か ら12.5%に な り,3.3%の 減 少 に な っ たが,男 子 よ

り3.6%も 多 く,女 子 が パ ー トタ イ ム の 仕 事 につ いて い る割合 は多 い こ とが分

かる。

失業 中の数字 には男 女 の違 いはあ ま り無 いが(女 子6.3%男 子5.9%),女 子 は

4.4%か ら6.3%に 増 え て い る。 ま た は働 い て い な い者 の割合 も7.6%と 女 子 が 多

く,男 子 の4.8%と 大 きな対 照 を な して い る。

第六章 学士号取得者の専攻分野別平均年収額の男女比較

学士号を取得後一年以内に就職 した,男 女の年収 を比較 したのが,下 の資料

7の 表である。

資料7 学士号取得者の平均給与 専攻分野別 ・男女別

AverageAnnualSalary

(US$)

GenderandUndergraduateFieldofStudy 1994

Total

Male

Female

Business/Management

32,500

27,400

Male

Female

Education

Male

Female

Engineering,Mathematics,andScience

2001

39,400

32,600

33,60042β00

29,90039,000

35,10029,600

21,90028,ユ00
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Male

Female

HumanitiesandSocial/BehavioralScience

Male

Female

Health,Vocational/Technical,andother

33,30045,200

27,90034,200

27,30034,600

26,50029,400

Technical/ProfessionalFields

Male

Female

35,40038,100

30,30034,300

Source:U.S.DepartmentofEducation,NationalCenterforEducationStatistics,

1993/97and2000/OlBaccalaureateandBeyondLongitudinalStudies

1994年 と2001年 を比較 してみると,女 子はいずれの年 も男子 より低い年収 に

なっている。1994年 の男女差は5,100ド ルで,女 子 の収入 は男子の84%に とど

まっている。2001年 の差は6,800ド ルと更に開き,女 子の収入は男子の83%と

な り給与差は更に広がっている。

大学での専攻分野でみても,い ずれの分野でも男子の方が女子 よりも高収入

になっている。例えば従来から男子学生の多かった 「工学 ・数学 ・科学」系の

男子の学位取得者 は1994年 には33,300ド ルを得ていたが,2001年 の統計では

45,200ド ルに増え,女 子 との格差 は11,000ド ルに広が った。 また,女 子の活躍

の場であった教育学の分野では,男 子の年収 は1994年 か ら2001年 までの数年の

内に6,500ド ル も減ったが,そ れで もまだ女子 よりも1,500ド ル も高いことが分

かる。

残念なが ら,教 育機関で女子が積み上げて きた実績 と成果は,実 社会の待遇

にまだ十分反映されていないようである。大学はいつ も最 もリベ ラルな場所で,

社会へ新 しい風 を送 り続け,新 しいことや変化 にも敏感に対応するが,実 社会

では男女の格差が厳然 として存在 している。実社会の保守性が大学に追いつい

て くるには,も う少 し時間が必要 なのか もしれない。
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結 論

現在,ア メ リカで は,男 性 よ りも多 くの 女 性 が 大 学 教 育 を受 け学位 を取得 し

てい る。女子 が男子 の数 を超 えたの は1985年 頃で,2000年 の デ ー タで は女 子 の

比 率 は57%に なっ て い る。女 子 は勉 学 へ の 目標 を明確 に持 ち,意 識 も高 く,真

面 目に勉 強 して い る。 高校 卒 業 後 も現役で大学進学 を果 た し,男 子 よ りも早 い

ペ ー ス で学 位 取 得 を果 してい る。女子 は学士号 だけに留 まらず,修 士 号 で も さ

らに多 い58%を 占め,ア メ リカの 大 学 が 授 与 す る学 位 の,過 半i数以上 を女 性 が

取 得 して い る。 しか し,専 攻 分 野 に は まだ 若 干 の 男 女 の偏 りは残 っている。

女子学生数 は 「コ ンピュー タ科学」,「工 学 」,「 自然 科 学 」 な どの分 野 で は ま

だ過 半数 に達 してい ない。 また,「 医学 ・法 学 」 な どの専 門 大 学 院や博士 課程

を究 め る女性 の数 は男性 を下回 るが,こ の30年 間で 男 女 差 は確 実 に狭 ま り,性

差 の解 消 に近 づ い て い る。

大 学 に在籍 し学位 を取得 す る女子 の数 は過半数 を超 えた。子 育て を しなが ら,

大 学 に進 む女 性 も多 く,よ り給 料 の 高 い仕 事 に就 くた め に一度社 会 に出たが,

大 学 進 学 に挑 戦 す る低 所 得 者 層 の女性 も多い。 アメ リカの大学 は,様 々 な学 生

の ニ ー ズ に対 応 す るべ く,パ ー トタイ ム 制 度 や セ メス ター 毎の履修登 録制度 な

ど,学 生 が 学 びや す い シス テ ム を提 供 してい る。

高 校 で の 女 子 の 意 識 も大 き く変 化 した 。NCES(NationalCenterfor

EducationalStatistics)の"HighSchoolAcaderniclntensityof1982and1992"

の デ ー タに よる と,勉 学 に真 剣 に取 り組 む 女子 が 増 え,成 績 面 で も また履 修 す

る科 目の レベ ルにおいて も,男 子 を しの ぐよ う に な って い る。1982年 の 大 学 進

学 者 で は男 子 の成 績 が 女 子 を上 回っていたが,1992年 に は成 績 差 は な くな った 。

女 子 は高 校時代か ら,男 子 よ り高 い理 想 と 目的 を持 ち,大 学 進 学 を果 た してい

る。

女 子 の 大 学学位取 得率 の高 さの原 因の一つ に,女 性 解 放 運 動 が 考 え られ る 。

1960年 代 まで,ア メ リ カ女 性 は理 想 の女 ら しさ を家庭 に求め た。若い女性 の憧
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れは郊外の素敵な住宅に住む、中流家庭の主婦になることであった。そ して教

育を受けた女性ほ どその意識 は強かった。早 く結婚 し,夫 のために美 しくし,

家庭 を守 り子供たちを育て,妻 として母 として社会 とかかわることだった。 し

か し,女 性解放運動が 自信の無かった女性たちを目覚めさせ,そ っと背 を押 し

た。それまでの女性が夫に自らの人生を託 したのと異な り,女 性 自ら,自 分の

夢 ・人生を生 きてみたい と思 うようになって きた。そして自立できる能力 を備

えることを強 く希望 し,そ れを可能にするのが教育であると理解 した。大学の

学位が社会の成功へ のライセンス として更に認識 されてきたと考えていいので

はないか。

もう一つ は,女 性 は元来学ぶことが好 きなのではないか と思 う。学問は女性

の得意分野だ といえるのではないか。 日本で も,最 近家庭の主婦や一度就職 を

経験 した女性の大学進学や大学院進学が話題になっているが,ア メリカにおい

ても,年 齢の高い女性や家庭の主婦層の大学入学が増えている。1999年 一2000

年 を例 にとると29才 以上の学生の60%は 主婦層である。

そ して最後に,ア メリカの ような多民族 ・多宗教 ・多価値観の国家には,そ

れぞれの違いを乗 り越 えて,皆 で共有するルールが必要である。法律はその一

つであるが,教 育 も大 きな一つなのだ と思 う。社会が大学教育 を認め,学 位が

個人を認める確かな資格 として通用 している。長い間男性中心で回っていたア

メリカ社会 に参画 してい くために,後 発の女性にとって,社 会参加に必要不可

欠な ものが,社 会が認める学位 とい うライセ ンスなのであろう。

女性の大学での躍進はめざましい ものがある。女性の社会参加への第一のバ

リアは打 ちくずされた と云える。 しか し,実 社会に大 きく立ちはだかっている

待遇面での男女格差 は、想像以上に大 きいことが分かった。収入の男女格差の

完全解消 にはまだまだ時間が必要の ようである。かつて,ア メリカの家庭では

男子に,女 性のために ドアを開けるよう教 えたそ うである,し か し今21世 紀の

男子には,女 性のために会社の役員室の ドアを開けなさい と,教 える必要があ

りそうだ。
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(注)

1)女 子 学生 亡 国論

1961年,当 時早 稲 田大学教 授 で あ った暉 峻康 隆氏 が 『週 刊新 潮 』 で 「文学 部 は女

子 学 生 に 占領 され て,い まや花 嫁学 校化 してい る」 と当時 急 激 に増 え始 め た女子 学

生 を皮 肉 った コメ ン トを し,そ の後 『婦人 公 論』 な ど女性 誌 を中心 に議 論 が活発 化

した。

2)MRS学 位

Mrs.(夫 人)は 既 婚 女性 を表す 。 つ ま り,女 子 の大 学 進 学 理 由 は勉 強す る ため

で も,就 職 の ため の学位 取得 で もな く,結 婚相 手 を見 つ け るた めだ,と 女子 の大 学

進 学 を軽 笑 した。

3)Ph.T(PuttingHusbandThrough)

Ph.D(博 士 号DoctorofPhilosophy)を も じった もの。 夫 の学位 取 得 を優 先す る

ため に,自 らは大 学 を中退 した り,働 い て家 計 を支 え た りす る女 性 が多 か っ た。

4)学 部

ア メ リカ の大 学(university)は 学 部(undergraduateschool)と 大 学 院

(graduateschool)と そ の他 の専 門大 学 院(professionalschool)か ら成 っ てい る。

一 般 に は学部 のみ の大 学 を カ レ ッジ(college)
,大 学 院 を併 設 してい る大 学 をユ ニ

バ ー シテ ィー(university)と 呼 ぶが,大 学 名 に は色 々あ り,必 ず しも一・様 で は な

い0

5)part-timestudent

大学 が定 め た必 要履 修単 位 以下 を履 修す る学生 の こ と。働 きなが ら学 位取 得 を 目

指 す勤 労学 生 の外,社 会 人,家 庭 の主 婦,退 職後 の 中高 年 の人 も多 く,学 位 取得 を

目指 さない 学生 もい る。full-timeとpart-timeの 違 い は夜 間部 と昼部 な どの 時 間の

違 い で はない 。

6)full-timestudent

大学 で1学 期 に履修 す るべ き必 要 単位 を履 修 し,学 位取 得 を 目指 してい る正 規 の

学 生 の こ と。 ち な み にF-1(留 学 生 ビザ)の 学 生 はfull-timeの み で,part-time

statusは 認 め られ てい な い。

7)NCES2003-060

8)公 民 権 運動

第 二次 世 界大 戦 終 了後 か ら1960年 代 末 に か けて活 発 に行 な われ た ア フ リカ系 ア

メ リカ人 を中心 とす る運動 。1955年 の ローザ ・パ ー クス女 史が きっか け をつ くった,

ア ラバ マ州 モ ン トゴメ リーの バ ス ボイ コ ッ ト運動 や キ ング牧 師 が指揮 した1963年8

月28日 の ワシ ン トン大 行 進 な どの成功 の 結 果,1964年 当時 の ジ ョンソ ン大統 領 が公
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民権 法 に署 名 した。

9)女 性 解放 運 動

公 民権 法 は人種,肌 の色,宗 教,出 身民 族 だけ で な く性 を も根 拠 と した差 別 を

違 法 と した法律 であ る。公 民権 法 の制 定 が,そ れ まで無知 であ った女 性 を 目覚 め さ

せ た。 女性 たち は男女 平等 権修 正 条項 の批 准促 進 を訴 え,雇 用,教 育,マ ス メデ ィ

アな どの女 性 の平 等 を 目指 し立 ち上 が った。1960年 後 半 か ら1980年 にか け て,多 く

の女性 が運 動 に参加 した。

10)学 士 号

Bachelor'sDegreeと い う。 一 般 にBachelorofArts(BA)とBachelorof

Science(BS)の 学 位が あ る。

11)準 学 士号

AssociateofArtsDegree(AA)と い う。2年 制 の課程 が 多 い。

12)プ ロ フェ シ ョナル ・ス クール

First-professionalSchoolと は,各 種 医科 学 大学 院や法 科 大学 院,神 学 大学 院の

よ うな大 学 院 レベ ルの 最高専 門教 育機 関 の こ と。 アメ リカ では、 これ らの専 門課程

は、すべ て、大 学 院 レベ ルで修 得 す る こ とにな って い る。
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